




要約:研究協力者の各専門領域における夫々の疾患の長期的・総合的生活管理のあり方に関

する検討から、入院中の患児においては初期は精神的心理的動揺を最小限に抑えるための

医療チームの心遣い、長期入院児には、日常生活に近いリズム、特に教育への配慮、や心

理療法士による患児の心理分析とその対応が重要で、当然要員の確保も重要な課題となる。

外来通院中の患児は日常生活管理システムを充実して、各疾患に応じたガイドラインの提

示がなされていくべきで、具体的な案か 2、3出来上がった。更に医師のみならずコメディ

カルの人々を組み込んだトータルケアの円滑な推進には、地域母子保健活動との連係を密

接にする中枢機関としての役割が専門医に求められている事実を踏まえて、行政・福祉関

係との密接な対話も積極的に行なう必要性が指摘された。 


